
紹
　
介

日
本
史
研
究
会
編

『
豊
臣
秀
吉
と
京
都

－
豊
楽
第
・
御
土
居
と
伏
見
城
1
』

　
　
九
八
○
年
代
以
降
の
都
市
研
究
は
、
全
国
各

地
に
多
く
の
地
方
都
市
を
発
見
し
、
再
評
価
を
与

え
て
き
た
。
な
か
で
も
、
戦
国
・
織
豊
期
の
都
市

は
、
統
一
政
権
の
出
現
に
よ
る
政
治
・
社
会
構
造

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化
を
顕
著
に
反
映
す
る
と

さ
れ
、
多
く
の
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
き
た
。

し
か
し
、
当
時
日
本
最
大
の
都
市
で
あ
っ
た
京
都

に
関
し
て
は
、
地
方
都
市
と
比
し
て
研
究
が
進
展

し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
ふ
ま
え

て
発
刊
さ
れ
た
本
書
は
、
研
究
の
盲
点
で
あ
っ
た

豊
臣
政
権
期
の
京
都
・
伏
見
を
対
象
と
し
、
そ
の

都
市
構
造
に
様
々
な
角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

論
文
を
収
め
て
い
る
。

　
第
一
部
「
秀
吉
と
都
市
京
都
を
読
み
解
く
」
で

は
、
京
都
・
伏
見
を
政
治
史
・
都
市
史
・
城
郭
史

の
流
れ
に
位
置
づ
け
る
論
文
か
ら
成
る
。
留
頭
の

高
橋
康
夫
「
織
田
信
長
と
京
の
城
」
は
、
足
利
義

輝
の
城
と
織
田
信
長
・
足
利
義
昭
の
二
条
城
の
範

囲
や
規
模
、
内
部
施
設
を
再
検
討
す
る
。
そ
の
結

果
を
ふ
ま
え
て
、
　
　
条
城
・
城
下
町
は
、
分
散

的
・
二
元
的
な
中
世
的
都
市
構
造
を
一
元
化
・
統

合
し
、
近
世
的
な
都
市
空
間
へ
再
編
す
る
意
義
を

持
っ
た
先
駆
的
か
つ
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と

評
価
す
る
。
横
田
冬
彦
「
豊
臣
政
権
と
首
都
」
は
、

諸
大
名
の
集
住
の
達
成
を
指
標
と
し
て
秀
吉
の
作

っ
た
聚
楽
・
伏
見
・
大
坂
を
比
較
考
察
す
る
。
そ

し
て
聚
楽
・
伏
見
は
「
公
儀
」
の
首
都
と
な
っ
た

が
、
大
坂
は
豊
臣
「
家
中
」
の
城
下
町
で
あ
り
、

両
者
を
　
元
化
で
き
な
か
っ
た
点
に
豊
臣
政
権
の

矛
盾
を
指
摘
す
る
。
仁
木
宏
「
「
御
土
居
」
へ
の

道
」
は
、
畿
内
の
城
下
町
・
寺
内
町
に
お
け
る
惣

構
が
、
地
域
住
人
の
生
命
・
財
産
を
守
る
装
置
で

あ
り
、
そ
の
構
築
と
維
持
に
は
地
域
住
人
の
意
志

が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。
統
～

政
権
は
、
地
域
の
産
物
で
あ
る
惣
構
を
積
極
的
に

採
用
し
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
の
正
当
な
支
配
看

と
な
り
え
た
と
し
、
そ
の
視
角
の
延
長
に
京
都
の

黙
過
で
あ
る
門
燈
土
居
」
を
位
置
づ
け
る
。
前
川

要
「
「
惣
構
」
の
成
立
と
展
開
」
は
、
惣
構
を
領

主
権
力
に
よ
る
公
権
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
城
下
集

住
策
の
装
置
で
あ
っ
た
と
み
る
。
中
井
均
「
城
郭

史
か
ら
み
た
聚
楽
第
と
伏
見
城
」
は
聚
楽
第
と
伏

見
城
の
城
郭
プ
ラ
ン
や
施
設
を
検
討
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
従
来
の
中
世
都
市
研
究
に
お
い
て
は
、

文
献
史
料
の
み
な
ら
ず
考
古
学
デ
ー
タ
、
古
地
図
、

地
籍
図
等
を
駆
使
し
た
景
観
復
原
の
手
法
が
発
達

し
た
。
そ
の
手
法
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
京
都
・
伏

見
を
対
象
と
し
て
景
観
復
原
の
再
検
討
・
精
緻
化

を
行
っ
た
諸
論
文
が
、
第
二
部
「
よ
み
が
え
る
豊

隠
期
京
都
」
、
第
三
部
「
天
下
人
の
首
都
－
伏
見
」

に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
部
で
は
京
都
を
対
象
と
し
た
論
考
が
集
め

ら
れ
て
い
る
。
中
村
武
生
「
豊
臣
政
権
の
京
都
都

市
改
造
」
は
、
秀
吉
の
京
都
改
造
事
業
で
あ
る
、

寺
町
の
設
定
、
長
方
形
街
区
（
天
正
地
割
）
の
設

定
、
惣
構
（
御
土
居
堀
）
の
構
築
に
つ
い
て
、
新

た
な
資
料
を
も
と
に
旧
説
を
再
検
討
す
る
。
豊
臣

期
の
御
土
居
堀
の
実
態
に
関
し
て
は
、
考
古
学
的

な
成
果
も
得
ら
れ
て
お
り
、
丸
川
義
弘
「
御
土
居

の
発
掘
調
査
」
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
森
島
康
雄

「
聚
楽
第
と
城
下
町
」
は
、
最
近
の
発
掘
調
査
を

ふ
ま
え
て
極
楽
第
の
位
置
と
規
模
を
推
定
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
聚
楽
第
の
東
に
立
地
し
た
大
名
屋

敷
地
区
が
、
聚
巡
業
築
城
以
降
の
屋
敷
替
え
に
よ

っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

百
瀬
正
恒
「
聚
楽
第
の
築
城
と
都
市
の
発
展
」
は
、
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聚
楽
日
内
部
の
建
築
物
の
構
成
や
聚
楽
第
城
下
町

の
形
態
を
復
原
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
の
森
島
論

文
と
復
原
舛
象
が
重
な
っ
て
お
り
、
両
者
の
復
原

案
の
比
較
検
討
を
期
待
し
た
い
。
聚
楽
第
破
却
後

の
近
世
に
聚
楽
第
跡
及
び
大
名
屋
敷
街
、
聚
楽
町

が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
辿
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

杉
森
哲
也
「
江
戸
時
代
の
聚
楽
第
跡
」
に
詳
し
い
。

ま
た
、
近
藤
知
子
「
方
広
寺
跡
の
発
掘
調
査
し
で

は
、
豊
臣
政
権
の
手
が
け
た
も
う
一
つ
の
大
規
模

な
建
造
物
で
あ
る
方
広
寺
の
伽
藍
復
原
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　
第
三
部
で
は
伏
見
の
景
観
復
原
に
関
わ
る
研
究

が
収
載
さ
れ
る
。
発
掘
調
査
の
成
果
か
ら
、
伏
見

城
・
城
下
町
の
変
遷
を
考
察
し
た
の
が
、
森
島
康

雄
「
考
古
学
か
ら
み
た
伏
見
城
隔
城
下
町
」
で
あ

る
。
森
島
は
、
豊
隠
期
指
月
城
か
ら
豊
臣
期
木
幡

城
へ
の
移
転
と
同
時
期
に
、
木
幡
山
西
側
に
お
い

て
大
規
模
な
整
地
事
業
と
町
割
り
が
な
さ
れ
た
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
山
田
邦
和
「
伏
見
城
と
そ

の
城
下
町
の
復
元
」
は
、
近
世
・
近
代
に
描
か
れ

た
縄
張
り
図
や
城
下
町
絵
図
の
史
料
批
判
を
丁
寧

に
行
っ
た
上
で
、
そ
れ
ら
を
可
能
な
限
り
伏
見

城
・
城
下
町
の
復
原
に
利
用
し
た
。
そ
の
結
果
と

し
て
山
田
は
、
豊
臣
期
～
徳
川
期
の
木
幡
城
・
城

下
町
復
元
図
、
豊
臣
期
指
月
城
お
よ
び
向
島
城
復

元
図
を
提
示
し
た
。
伊
東
宗
裕
「
江
戸
時
代
の
伏

見
」
で
は
、
近
世
伏
見
が
陸
上
・
水
上
交
通
の
結

節
点
に
位
置
す
る
と
い
う
地
理
的
条
件
か
ら
、
経

済
機
能
を
保
持
・
発
展
さ
せ
た
こ
と
を
述
べ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
従
来
の
都
市
研
究
を
十

分
に
摂
取
し
た
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
た
、
京
都
・
伏

見
を
対
象
と
す
る
研
究
を
収
載
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
京
都
を
他
都
市
と
比
較
可
能
な
レ
ベ
ル
に
引

き
上
げ
る
研
究
と
評
価
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
単
に

研
究
の
真
空
地
帯
を
埋
め
る
に
留
ま
ら
ず
、
既
存

の
都
市
研
究
に
再
考
を
迫
る
見
解
も
多
い
。
例
え

ば
、
従
来
は
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
の
信
長
の

安
土
城
下
町
建
設
を
も
っ
て
、
都
市
構
造
の
一
元

化
が
達
成
さ
れ
る
と
す
る
見
解
が
一
般
的
で
あ
る

が
、
高
橋
の
見
解
で
は
そ
れ
よ
り
前
の
永
禄
一
二

年
（
一
五
六
九
）
段
階
で
す
で
に
信
長
が
首
都
・

京
都
に
お
い
て
都
市
構
造
の
一
元
化
を
図
っ
て
い

た
こ
と
を
示
す
。
ま
た
仁
木
は
、
惣
構
を
生
み
出

し
た
先
駆
的
な
地
域
と
し
て
畿
内
を
位
置
づ
け
る

が
、
そ
れ
は
同
じ
く
惣
構
の
見
ら
れ
る
東
国
や
東

海
・
北
陸
の
城
下
町
の
地
域
社
会
と
は
ど
の
よ
う

に
相
違
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
も
提
起
す
る
。

京
都
で
得
ら
れ
た
成
果
を
い
か
に
地
方
都
市
へ

「
逆
照
射
」
し
て
い
く
の
か
、
本
書
は
こ
れ
か
ら

の
都
市
研
究
に
課
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

（
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山
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京
都
大
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博
物
館
助
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）

148 （288）


